
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 つい数週間前まで、半袖で生活していたのが嘘のような気温です。12 月の

気温ということで、慌てて厚手の服を用意したのではないでしょうか？ 

 印西市内では、学級閉鎖の声も聞こえています。本校でも体調をくずしてい

るお子さんも増えてきました。バランスの良い食事と睡眠を十分取って、免疫

力を上げていきましょう。 

令和７年１０月２７日 

木下小学校 保健室 

木下小のみなさんと保護者の方へ 

 

 

 毎日の生活の中で、意識せずにスマホを触っていたり、テレビをつけていたりしていませんか？学校で

は、授業の中でクロムブックを使うことも多く、休み時間にも使っている様子もよく見かけます。目にとって

は、たくさんの負担をかけていますね。 

現代を生きていく上でしかなのないことではありますが、それでも一生使う目です。大切にしたいです

ね。目を休ませるのに大切なことは十分な睡眠。そして目に良い食べ物も意識して食べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の保健目標 

眼を大切にしよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 体調を崩したり、けがをしたり、今までに何度もお薬の力を借りて元気になった経験は、皆さんあると思います。高い

熱があって、薬を飲んで眠った後、すっと平熱になり体が急に楽になった経験は多くの方があると思います。 

 

 

今年も4年生と一緒に、「体の成長とわたし」について、学習しました。昨年度教科書の改訂

があり、この単元でも大きく変わったことがありました。今までは、「思春期になると、異性が気

になったりします」という表現があったのですが、新しい教科書では「異性など、ほかのひとのこ

とが気になったり、好きになったりすることがある一方・・・」という表現に変わっていました。 

 また、「性と自分らしさ」という発展的な学習内容では【体の性・心の性・好きになる性・表現し

たい性】のそれぞれが合わさって【自分らしさ】となるという内容もありました。 

 成長も、体の変化も、自分らしさも全てに【個人差】があること。自分のことはもちろん、自分以

外の人のことも知ることで、お互いを理解し、大切にできること。知らないことは不安につなが

り、相手を攻撃してしまうことがあること。でも、わかることで安心することができて、お互いに

協力できるようになることを感じてほしいと思いながら一緒に学習しました。 

 最近の子ども達は高学年になっても、男女の仲が良いなぁと感じていました。その理由の一つ

に、出席番号が男女混合になったことが関係しているのでは？と聞いたことがあります。言われ

てみれば、納得です。（もちろん、それでだけではないかもしれませんが・・・）以前は、多くの子ど

も達が、小学校入学から中学卒業くらいまで、男女別の名簿でした。今私たちは、信号が赤に変

われば、何も考えずに止まります。そのくらいの感覚で男女別が当たり前で、知らない間に見え

ない溝ができていたのでしょう。 

名簿が男女混合になったときには、思ってもいませんでしたが、こういった子どもの時からの

小さな日常の意識付けは、人の心に大きく影響するのでしょう。 

 この教科書の変更も、柔軟な心の持ち主の子ども達にとっては大きな影響を与えるのだと思

います。誰もが、安心して、自分らしく、自分も自分以外の人のことも大切にして生きていける。

そんな当たり前の生き方ができるように育ってほしいと思いました。 

 
  

 

体の性 心の性 好きになる性 表現したい性 



 

 

 


